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今
年
の
干
支
は
「
戊
子
」
で
す
。

　
「
戊
子
」
は
「
つ
ち
の
え
ね
」
と
読
み
、

六
十
干
支
の
一
番
目
で
す
。

　
「
子
」
は
、
陰
陽
五
行
で
「
水
」
性
の
「
陽
」

に
当
た
り
ま
す
。
季
節
は
仲
冬
（
旧
暦
の
十
一

月
）、
方
位
は
北
が
割
り
当
て
ら
れ
ま
す
。
動

物
は
鼠
（
ね
ず
み
）
で
す
。

　
「
子
」
の
字
は
「
ふ
え
る
」
意
味
で
、
種
子

の
中
に
新
し
い
生
命
が
芽
生
え
る
様
子
を
表
し

て
い
る
そ
う
で
す
。

　

ね
ず
み
年
に
は
、
ど
の
よ
う
な
こ
と
が
起

こ
っ
て
い
た
で
し
ょ
う
か
。

　

一
九
九
六
年
は
、
野
茂
英
雄
投
手
が
ア
メ
リ

カ
メ
ジ
ャ
ー
リ
ー
グ
の
ド
ジ
ャ
ー
ス
で
日
本
人

初
の
ノ
ー
ヒ
ッ
ト
ノ
ー
ラ
ン
を
達
成
。

　

一
九
八
四
年
は
、
一
万
円
札
が
福
沢
諭
吉
、

五
千
円
札
が
新
渡
戸
稲
造
、
千
円
札
が
夏
目
漱

石
を
肖
像
と
し
た
新
札
が
発
行
。

　

一
九
七
二
年
は
、
沖
縄
が
ア
メ
リ
カ
支
配
化

か
ら
日
本
に
復
帰
。

　

一
九
六
〇
年
は
、
日
米
安
全
保
障
条
約
延
長

で
安
保
反
対
闘
争
が
起
こ
る
。

　

一
九
四
八
年
は
、
プ
ロ
野
球
初
の
ナ
イ

タ
ー
。

　

一
九
三
六
年
は
、
二
・二
六
事
件
、
阿
部
定

事
件
発
生
。

　

一
九
二
四
年
は
、
メ
ー
ト
ル
法
実
施
。

　

一
九
一
二
年
は
、
明
治
天
皇
崩
御
、
大
正
と

改
元
。

［
南
信
署
］
大
鹿
村
は
、
明
治
七
年
に
旧
鹿
塩

村
と
旧
大
河
原
村
が
合
併
し
て
で
き
た
人
口

千
三
百
人
の
ひ
っ
そ
り
と
し
た
農
村
で
す
が
、

一
昔
前
は
、
人
口
が
五
千
人
を
超
え
た
こ
と
も

あ
っ
た
そ
う
で
す
。
銅
を
掘
り
出
す
た
め
、
ま

た
、
か
つ
て
大
河
原
国
有
林
で
は
営
林
署
職
員

が
材
木
を
伐
採
す
る
た
め
、
多
く
の
人
・
物
が

こ
の
燕
岩
の
横
を
通
っ
て
い
た
よ
う
で
す
。

　

い
ま
で
は
、
そ
の
歩
道
も
朽
ち
果
て
、
険
し

い
沢
沿
い
を
ひ
た
す
ら
歩
い
て
い
か
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
沢
沿
い
に
は
、
サ
ワ

ラ
の
巨
木
や
、
赤
・
緑
・
白
と
様
々
な
石
が
散

在
し
て
い
た
り
、
所
々
に
歩
道
や
吊
り
橋
の
跡

が
残
っ
て
い
た
り
、
さ
ら
に
、
頭
上
に
は
鉱
山

の
跡
ら
し
き
横
穴
も
あ
り
、
ま
る
で
時
間
を

溯
っ
て
い
る
か
の
よ
う
な
気
分
を
味
わ
う
こ
と

が
で
き
ま
す
。

　

こ
の
一
帯
は
氷
河
期
遺
存
植
物
の
ア
オ
チ
ャ

セ
ン
シ
ダ
等
を
含
む
遺
存
植
物
群
落
を
保
護
す

る
「
燕
岩
植
物
群
落
保
護
林
」
に
も
設
定
さ
れ

て
い
ま
す
。

　

皆
さ
ん
も
、
目
の
前
に
広
が
る
荘
厳
な
風
景

を
訪
ね
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

︻
ア
ク
セ
ス
︼

　

最
寄
り
の
駅
は
、
Ｊ
Ｒ
中
央
本
線
伊
那
大
島

駅
。
大
鹿
村
役
場
の
あ
る
落
合
集
落
を
南
下

し
、
飯
田
市
上
村
と
の
境
に
あ
る
青
木
林
道
の

入
口
か
ら
、
沢
歩
き
を
二
時
間
。

︻
注
意
︼

　

沢
歩
き
に
は
危
険
を
伴
い
ま
す
。
事
前
に
現

地
の
状
況
を
確
認
し
、
経
験
者
と
十
分
な
装
備

を
も
っ
て
自
己
責
任
の
も
と
で
の
ぞ
ん
で
下
さ

い
。

　

ね
ず
み
年
（
子
年
）
生
ま
れ
の
人
は
、
努
力

を
す
れ
ば
す
る
ほ
ど
家
系
が
繁
栄
し
成
功
し
、

独
立
心
旺
盛
で
起
業
向
き
だ
そ
う
で
す
。

　

ね
ず
み
算
の
言
葉
も
あ
る
と
お
り
、
子
孫
繁

栄
の
意
味
も
あ
り
ま
す
。

　

平
成
二
十
年
を
迎
え
繁
栄
を
期
待
し
、
今
年

も
良
い
年
で
あ
り
ま
す
よ
う
に

今年は僕の年

時
間
を
溯
っ
て
い
る
か
の
よ
う
な
気
分
を

味
わ
う
こ
と
が
で
き
る
燕
岩
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